


















































































































果が挙げられた（永島, 1995；長谷川, 1996；坂下, 1997）。19世紀については，都市のチャリティに
関する包括的な著書もあらわれた。これらは自発的結社のみならず他の形態のチャリティにも相応
の注意を払い，リヴァプール，マンチェスタ，ブリストルにおけるチャリティのインパクトを考察

























































り（Mandler, 1990），近年もA.ボーセイ ＆ P.シェイプリ編『医療，チャリティ，互助――イギリス
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